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一
一
六

出
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

四
、
明
治
用
水
は
今
後
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か

　
1.
戰
時
中
か
ら
戰
後
、
配
水
地
域
の
農
業
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
う
け
た
か

こ
の
よ
う
に
地
域
社
会
に
非
常
な
恩
惠
を
与
え
、
西
三
河
一
帶
を
近
代
的
農
業
王
国
に
し
た
明
治
用
水
の
灌
漑
地
域
は

太
平
洋
戦
爭
を
め
ぐ
つ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
う
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
に
は
農
業
に
從
事
す
る
人
口
の
五

〇
％
余
を
占
め
る
靑
壯
年
層
の
男
子
を
戦
場
に
工
場
に
、
女
子
靑
年
層
の
多
く
を
勤
労
報
国
の
名
の
も
と
に
、
軍
需
工

場
へ
送
り
、
農
業
は
村
に
残
つ
て
い
る
老
人
婦
女
子
の
仕
事
と
な
り
、
人
手
が
す
く
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
そ
の
た

め
、
作
付
の
で
き
な
い
水
田
さ
え
で
き
、
昭
和
二
十
年
の
統
計
で
は
、
碧
海
郡
だ
け
で
も
約
三
町
に
及
ん
で
い
る
の
は
、

こ
の
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。

　
　

農
業
労
働
力
不
足
に
よ
る
植
村
不
能
水
田　
（
昭
和
二
十
年
）

　

依
佐
美
村
〇
・
一
〇
町
步　

桜
井
村
〇
・
八
五
町
步　

矢
作
町
〇
・
三
六
町
步　

刈
谷
町
一
・
二
〇
町
步

 

計
（
碧
海
郡
全
体
）
二
・
五
一
町
步

つ
ぎ
に
戦
時
国
策
の
線
に
沿
つ
て
国
民
の
食
糧
の
確
保
、
国
民
経
済
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、
水
田
に
は
稻
・
麦
畑
地



一
一
七

に
は
麦
類
・
甘
藷
・
馬
鈴
薯
・
雜

等
の
食
糧
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
、
作
付
の
統
制
が
行
わ
れ
、
そ
の
上
耕
地
の
施

肥
量
も
減
少
し
、
い
ろ
い
ろ
の
道
具
の
不
足
も
手
伝
つ
て
、
地
力
と
資
本
を
食
い
つ
ぶ
す
だ
け
に
な
つ
た
。
戦
爭
末
期

に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
ま
す
〳
〵
食
糧
の
き
び
し
い
統
制
と
生
産
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
食
糧
の
供
出
量
が

次
第
に
減
つ
て
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
。
と
く
に
、海
岸
に
臨
ん
で
い
る
町
で
は
、昭
和
十
九
年
十
二
月
、（
一

九
四
四
年
）
翌
二
十
年
一
月
（
一
九
四
五
年
）
の
三
河
地
方
の
地
震
の
災
害
も
加
つ
て
一
層
激
減
し
て
い
つ
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。

第
三
に
は
、
戦
闘
が
は
げ
し
く
な
り
本
土
が
空
襲
下
に
お
か
れ
る
に
至
つ
て
、
軍
需
工
場
の
疎
開
と
か
、
住
宅
・
道
路

等
の
建
設
、
さ
ら
に
軍
防
衛
陣
地
・
飛
行
場
な
ど
の
新
設
に
よ
つ
て
、
耕
地
が
潰
さ
れ
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
。
碧
海
郡
の

潰
地
面
積
は
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
年
）
に
は
二
百
九
十
二
町
步
、
翌
二
十
年
（
一
九
四
五
年
）
に
は
二
百
七
十

五
町
步
に
及
ん
で
い
る
。



一
一
八

昭
和
二
十
年
、
碧
海
郡
潰
地
面
積

町
村
名

工
場
粘
土
掘
其

他
許
可
し
た
も

の

震　

災　

地

土
地
改
良
潰
地

軍
用
地
潰
地

其
他
潰
地

計

町　

畝　

步

安
城
町

〇
・
八
五
二
四

―
二
・
二
四
〇
〇

―

―

一
一
・
四
三
〇
五

依
佐
美
村

一
・
〇
一
一
四

―
二
・
〇
二
一
八

―

―

三
・
〇
四
〇
二

高
浜
町

二
・
八
八
二
一

―
〇
・
八
三
〇
六

―

―

三
・
七
一
二
七

新
川
町

―

―

―

―

―

―

碧
海
郡
の
潰
地
面
積

町
村
名

安
城
町
依
佐
美
村
高
浜
町

新
川
町

大
浜
町

棚
尾
町

旭　

村

明
治
村

桜
井
村
六
ッ
美
村
矢
作
町
上
郷
村

昭
一
九

町〇・
九
九

町六・
五
〇

町四・
九
〇

町〇・
六
〇

町一・
五
〇

町
五
〇
・
〇
〇

町五・
六
〇

町
二
・
二
〇

町
一
一
〇
・
五
〇

町
七
〇
・
七
〇

町
八
・
二
〇

―

昭
二
〇

一
一
・
四
三

三
・
一
四

三
・
七
一

―

五
・
三
二

一
五
・
五
二

八
・
七
四

四
一
・
一
〇

二
・
二

一
・
六
六

一
四
・
二
二

六
・
八
八

高

岡

村

富
士
松
村

知

立

町

刈

谷

町

計

町
八
・
二
〇

二
・
〇
〇

一
・
二
〇

一
二
・
九
〇

町

二
九
二
・
二
九

一
五
四
・
六
八

二
・
九
六

一
・
六
二

二
・
三
五

二
七
五
・
三
五



一
一
九

昭
和
二
十
年
八
月
（
一
九
四
五
年
）、
終
戰
と
な
つ
て
、
国
內
の
経
済
活
動
は
混
乱
に
お
ち
入
り
、
農
村
の
人
口
も
、

工
場
か
ら
の
復
帰
、
海
外
か
ら
の
引
揚
・
復
員
者
・
都
市
よ
り
の
帰
農
者
・
疎
開
者
の
定
住
等
に
よ
つ
て
、
い
ち
は
や

く
回
復
し
、
そ
れ
と
共
に
、
軍
用
地
と
し
て
の
施
設
も
と
り
は
ら
わ
れ
て
、
再
び
耕
地
と
な
つ
た
が
、
二
十
一
年
三
月

（
一
九
四
六
年
）
の
預
金
封
鎖
と
か
、
仝
年
八
月
の
金
融
緊
急
措
置
令
な
ど
新
し
い
占
領
方
式
と
し
て
経
濟
統
制
が
進

行
し
て
く
る
と
共
に
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
つ
て
農
家
の
收
入
は
名
目
の
上
で
は
、
は
る
か
に
大
き
な
金
額
に
の
ぼ
る
よ
う

に
な
つ
た
が
、
実
際
に
は
收
入
の
增
加
と
な
つ
て
い
な
い
た
め
に
、
農
村
も
、
ま
た
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
。
こ
ゝ
に
統

大
浜
町

―

―

―

二
・
一
二
二
九

三
・
二
〇
〇
〇

五
・
三
二
二
九

棚
尾
町

〇
・
〇
八
〇
九
一
五
・
四
三
二
五

―

―

―

一
五
・
五
二
〇
四

旭

村

〇
・
二
〇
〇
五

一
・
四
二
〇
二
二
・
九
四
一
八

二
・
二
八
一
一

〇
・
四
七
二
二

八
・
七
四
〇
四

明
治
村

〇
・
三
二
〇
〇

―

―
一
三
・
三
四
二
四

二
七
・
三
八
一
二

四
一
・
一
〇
一
七

桜
井
村

―

―
一
・
六
二
〇
六

〇
・
四
〇
〇
〇

―

―

六
ッ
美
村

―

―
一
・
六
六
一
三

―

―

一
・
六
六
一
三

矢
作
町

―

―
四
・
二
三
〇
〇

九
・
五
四
〇
〇

―

―

上
鄕
村

―

―
六
・
八
八
〇
五

―

―

六
・
八
八
〇
五

高
岡
村

―

―

―

―
一
五
一
・
七
〇
二
九
一
五
一
・
六
八
二
七

富
士
松
村

―

二
・
一
〇
〇
〇
〇
・
〇
三
二
四

〇
・
八
二
一
八

―

二
・
九
六
一
二

知
立
町

―

―
一
・
六
二
〇
〇

―

―

一
・
六
二
〇
〇

刈
谷
町

―

―

―

―

〇
・
三
五
二
五

〇
・
二
五
二
五



一
二
〇

制
の
網
の
目
を
く
ゞ
つ
て
、
ヤ
ミ
が
行
わ
れ
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
。

し
か
し
そ
の
後
経
濟
九
原
則
に
も
と
づ
く
均
衡
予
算
に
よ
つ
て
、
農
村
の
生
産
も
世
界
の
経
濟
競
走
に
自
力
で
た
ち
む

か
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
の
が
農
村
の
現
狀
で
あ
る
。

2.
配
水
地
域
は
今
後
ど
の
よ
う
に
す
す
む
べ
き
だ
ろ
う
か

わ
が
国
で
は
、
農
業
経
営
の
合
理
化
と
い
う
こ
と
が
、
近
ご
ろ
と
く
に
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
少
い
費
用

で
、
よ
り
沢
山
の
農
産
物
を
作
り
出
し
て
、
よ
り
多
く
の
收
益
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
時
間
、

同
じ
日
数
だ
け
働
い
て
も
そ
の
労
働
收
入
が
今
ま
で
よ
り
も
增
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
経
営
の
合
理
化
と
い

う
こ
と
は
、
農
業
の
み
で
な
く
、
工
業
の
場
合
で
も
同
樣
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
最
近
世
界
の
食
糧
生
産
が
だ
ん
〳
〵
よ

く
な
つ
て
き
た
結
果
、
わ
が
国
の
食
糧
事
情
も
次
第
に
樂
に
な
り
、
一
方
戰
後
の
イ
ン
フ
レ
も
均
衡
予
算
の
た
め
に
終

り
に
近
づ
き
、
日
本
経
濟
も
い
よ
〳
〵
本
格
的
な
復
興
に
は
い
つ
て
来
た
。
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
は
正
常
な
経
濟
活
動

に
よ
り
地
道
な
経
営
を
確
立
し
、
さ
ら
に
外
国
の
農
業
生
産
と
自
力
で
競
走
し
て
自
ら
立
つ
て
行
く
こ
と
が
必
要
と
な

つ
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
昭
和
二
十
四
年
八
月
（
一
九
四
九
年
）
か
ら
、
新
に
、〝
土
地
改
良
法
〞〝
土
地
改
良
施
行
法
〞
と

い
う
法
律
が
施
行
さ
れ
、
農
業
経
営
の
合
理
化
が
計
画
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
。



一
二
一

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
の
合
理
化
と
い
う

問
題
は
、
広
い
立
場
か
ら
、
国
土
資
源
の

開
発
と
い
う
大
き
な
事
業
と
、
関
聨
し
て

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
や
、
む
し
ろ
国

土
計
画
の
上
に
立
つ
た
地
方
の
総
合
開
発

と
い
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

立
場
か
ら
総
合
開
発
と
い
う
考
え
方
の
上

か
ら
徹
底
し
た
計
画
の
も
と
に
実
施
さ
れ

た
例
を
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
ネ
シ
ー
河
域
開

発
局
（
Ｔ
．Ｖ
．Ａ
）
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
テ
ネ
シ
ー
河
は
ミ
シ
シ
ツ
ピ
河
の
東
支
流
で
、
ア
メ
リ
カ
南
東
部
七
州

に
ま
た
が
つ
て
お
り
、そ
の
流
域
面
積
は
約
四
万
平
方
哩
で
、日
本
の
約
三
分
の
一
に
相
当
し
て
い
る
。
昭
和
八
年
（
一

九
三
三
年
）
Ｔ
．Ｖ
．Ａ
が
創
設
さ
れ
た
と
き
の
こ
の
地
域
の
有
樣
は
、
浸
し
よ
く
を
受
け
、
見
捨
て
ら
れ
た
土
地
、
不

備
な
住
宅
、
近
代
的
農
業
機
械
や
設
備
も
な
い
、
ま
つ
た
く
衰
え
て
ゆ
く
よ
り
し
か
た
の
な
い
ゆ
き
づ
ま
り
の
狀
態
に

あ
つ
た
。
こ
う
し
た
地
域
に
Ｔ
．Ｖ
．Ａ
は
こ
れ
ま
で
全
く
農
業
地
帶
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
農
業
以
外
の
い

20世紀のピラミツド・ボルダー・ダム
（砂漠の征服　中谷宇吉郎著）



一
二
二

ろ
〳
〵
な
産
業
計
画
が
持
ち
込
み
、
テ
ネ
シ
ー
河
に
は
、
二
十
七
の
ダ

ム
が
築
か
れ
、
こ
の
ダ
ム
を
中
心
に
、
洪
水
の
予
防
や
舟
運
の
改
善
さ

ら
に
電
力
の
開
発
が
行
わ
れ
た
。
電
力
は
化
学
工
場
に
お
い
て
、
こ
の

地
域
の
燐
鑛
と
結
び
つ
い
て
肥
料
を
つ
く
り
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
と
結
び

つ
い
て
ア
ル
ミ
ニ
ユ
ー
ム
を
製
造
し
、
肥
料
は
土
じ
よ
う
を
肥
沃
に
し

て
棉
・
煙
草
の
面
積
を
へ
ら
し
て
收
量
を
ま
し
、
余
ゆ
う
の
で
き
た
土

地
は
牧
草
そ
の
他
多
角
形
経
営
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
風
に
、
い
ま
ま

で
か
え
り
み
ら
れ
な
い
で
い
た
資
源
を
つ
ぎ
〳
〵
に
め
ざ
め
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
地
域
は
は
じ
め
思
い
も
か
け
な
い
ほ
ど
の
発

展
を
示
し
た
。
要
す
る
に
、
Ｔ
．Ｖ
．Ａ
の
特
色
は
農
業
の
み
で
な
く
、

す
べ
て
地
域
全
体
の
共
同
利
益
の
調
和
的
発
展
の
た
め
に
総
合
し
た
と

こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
が
、
こ
の
総
合
化
へ
の
努
力
と
い
う
こ
と
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
、
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
ろ
う
。

た
ゞ
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
め
ざ
ま
し
い
成
果
を

T.V.A地域の耕作地
（TVA―民主主義は進展する　D.E.リリエンソール著　和田小六訳）



一
二
三

あ
げ
た
Ｔ
．Ｖ
．Ａ
を
そ
の
ま
ゝ
す
ぐ
に
日
本
に
も
と
り
入
れ
て
総
合
開
発
を
し
た
ら
よ
い
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
何
十
と
い
う
Ｔ
．Ｖ
．Ａ
式
の
も
の
が
、
日
本
で
み
な
成
功
し
た
ら
そ
れ
ほ
ど
め
で
た
い
こ
と
は
な
い
。
し
か

し
そ
れ
は
ま
ず
期
待
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、Ｔ
．Ｖ
．Ａ
は
一
朝
に
し
て
で
き
た
も
の
で
は
な
く
し
て
、

Ｔ
．Ｖ
．Ａ
の
成
功
の
う
ら
に
は
綿
密
な
調
査
と
深
い
考
察
と
ア
メ
リ
カ
の
国
力
と
、
そ
れ
か
ら
一
番
大
切
な
要
素
で
あ

る
当
事
者
の
意
氣
と
そ
れ
ら
が
渾
然
融
合
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
明
治
用
水
の
か
ん
が
い
地
域
は
、
こ
れ
ま
で
、
多
角
形
有
畜
農
業
の
経
営
と
共
同
経
営
の
発
逹
に
よ
つ
て
、

日
本
農
業
の
模
範
と
し
て
〝
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
〞
の
名
で
知
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
名
に
そ
む
か
ぬ
も
の
を
さ
ら
に
新

し
く
建
設
す
る
た
め
に
は
国
土
開
発
と
い
う
大
き
な
立
場
か
ら
灌
漑
用
水
事
業
と
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
敎
育
の
力
と
共

に
明
治
用
水
灌
漑
地
域
に
関
係
を
も
つ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
〳
〵
な
産
業
と
が
調
和
的
に
す
ゝ
め
ら
れ
、
水
に
結
ば
れ
た

矢
作
川
沿
岸
地
域
を
一
帶
と
し
た
協
同
地
域
社
会
と
し
て
の
開
発
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。





昭
和
二
十
五
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十
二
月
十
八
日　
　

印　

刷

昭
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年
十
二
月
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五
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行
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非

賣

品
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古
屋
市
千
種
区
城
山
町
二
ノ
九
〇　

電
千
種
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四
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知
敎
育
文
化
研
究
所
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知
県
碧
海
郡
安
城
町
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明
治
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印
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会
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日
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県
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市
大
東
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十
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番
十
六
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治
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改
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刈
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式
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《

正

誤

表

》

こ
の
度

お
手

元

に
お
届

け
し
ま
し
た
書

籍

『
明

治

用

水

讀

本-

の
び
ゆ
く

農

村-

』
の
復

刻

に
際

し
ま
し
て
は
、
昭

和

二

十

五

年

発

行

の
原

本

に
沿

っ
た
内

容

に
て
刊

行

し
て
お
り

、
当

時

か
ら
の
誤

っ
た
記

載

箇

所

が
左

記

の
と
お
り

ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

に
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

頁

誤

正

一
一

同
じ
時
代
の
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
三
年
）
の
郡
別
村
名
は

同
じ
時
代
の
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
年
）
の
郡
別
村
名
は

二
〇

元
治
・
慶
応
（
一
八
六
四
年
ー
一
八
六
四
年
）
の
こ
ろ
は
安
城
は

元
治
・
慶
応
（
一
八
六
四
年
ー

一
八
六
八
年
）
の
こ
ろ
は
安
城
は

二
五

文
政
十
年
（
一
八
二
八
年
）
大
浜
村
・
棚
尾
村
・
平
七
村

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
年
）
大
浜
村
・
棚
尾
村
・
平
七
村

三
三

文
久
二
年
八
月
二
十
日
（
一
八
六
六
年
）
七
十
五
才
で
歿
し
た
。

文
久
二
年
八
月
二
十
日
（
一
八
六
二
年
）
七
十
五
才
で
歿
し
た
。

三
八

◎
明
治
元
年
六
月
二
十
四
日

◎
明
治
二
年
六
月
二
十
四
日

四
〇

少
さ
い
時
か
ら
親
戚
の
伊
予
田
喜
右
衛
門
に
養
わ
れ

小
さ
い
時
か
ら
親
戚
の
伊
予
田
喜
右
衛
門
に
養
わ
れ

四
三

公
益
で
与
八
の
た
め
に

公
益
で
世
の
た
め
に

四
八

当
時
の
日
本
の
狀
態
か
ら
い
え
ば
、
破
の
格
こ
と
で
あ
り
、

当
時
の
日
本
の
狀
態
か
ら
い
え
ば
、
破
格
の
こ
と
で
あ
り
、

五
〇

（
幡
豆
郡
十
一
ヵ
村
平
坂
町
寺
津
町
）
に
灌
漑
で
き
る
よ
う
に

幡
豆
郡
十
一
ヵ
村
平
坂
町
寺
津
町
に
灌
漑
で
き
る
よ
う
に

八
六

そ
こ
で
明
治
用
水
組
合
当
局
と
し
ば
〴
〵
協
議
し
た
結
果
、

そ
こ
で
明
治
用
水
組
合
当
局
と
し
ば
〳
〵
協
議
し
た
結
果
、

九
九

大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
開
こ
ん
助
成
法
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
、

大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
開
こ
ん
助
成
法
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
、

一
〇
四

先
生
は
さ
ら
に
大
正
九
年
（
一
九
〇
〇
年
）
校
長
の
職
を
退
い
て

先
生
は
さ
ら
に
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
校
長
の
職
を
退
い
て



頁

誤

正

一
〇
九

大
正
十
二
年
（
一
九
三
三
年
）
一
月
一
日
大
雪
が
あ
つ
て

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
一
月
一
日
大
雪
が
あ
つ
て

一
一
〇

～

大
正
十
二
年
（
一
九
三
三
年
）
に
は
岡
崎
に
県
立
種
畜
場
が
設
置

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
に
は
岡
崎
に
県
立
種
畜
場
が
設
置

一
一
一

一
一
四

昭
和
五
年
度
（
一
九
一
六
年
）
で
、
工
場
数
三
四
九
、

大
正
五
年
度
（
一
九
一
六
年
）
で
、
工
場
数
三
四
九
、

一
一
四

昭
和
六
年
（
一
九
三
〇
年
）
以
後
は
ア
メ
リ
カ
の
不
况
の
影
響
を

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
以
後
は
ア
メ
リ
カ
の
不
况
の
影
響
を

一
二
三

明
治
用
水
灌
漑
地
域
に
関
係
を
も
つ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
〳
〵
な

明
治
用
水
灌
漑
地
域
に
関
係
を
も
つ
て
い
る
い
ろ
〳
〵
な


